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第 4 回中高生情報学研究コンテストの作品紹介

中高生情報学研究コンテスト受賞作品

　第84回情報処理学会全国大会の中で開催された第

4回中高生情報学研究コンテストでは，92件がエン

トリーされ，86件の作品応募があった．いずれも力

作揃いで，中高生らしい感性，研究動機と研究方法で

進められた研究からは，中高生の情報学に対する関心

の高さと若者らしい行動力を実感させられた．本コン

テストでは，応募作品の中から，中高生研究賞最優秀

賞・（1件），中高生研究賞優秀賞（2件），中高生研究

賞奨励賞（19件）と入選（25件）を選出した．今回から，

中高生研究賞最優秀賞に選ばれた作品には，文部科学

大臣賞が授与されることになり，中高生研究賞最優秀

賞と中高生研究賞優秀賞に選ばれた3件は本会の若手

奨励賞にも選出されている．また，中高生研究賞奨励

賞に選ばれた作品の中から情報処理教育委員会委員長

賞（1件），初等中等教育委員会委員長賞（1件）を選出

した．本稿では，中高生研究賞最優秀賞，中高生研究

賞優秀賞，および委員長賞を受賞した5件について応

募ポスターと概要を紹介する．ほかの作品については

Webページで確認いただきたい1），	2）．

中高生研究賞最優秀賞・文部科学大臣賞
#14　 高々１６１９@ 物理部：スマート盲導杖「道し

る兵衛」～ AI 搭載白杖による視覚障害者歩行支援～

（図 -1）

高田悠希（群馬県立高崎高等学校	1年）

【概要】

　視覚障害者の歩行時の危険を回避する目的で，画

像認識 AI を搭載した白杖を小型コンピュータ

「Raspberry	Pi」を用いて開発した．

　従来の白杖は，触れることにより障害物を検知し

歩行時の視覚障害者を危険から護る道具だが，その

アナログな仕組みでは，視覚障害者を歩行中の重大

事故，たとえば駅ホームからの転落事故や歩行者や
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図 -1　高々１６１９@ 物理部：スマート盲導杖「道しる兵衛」
～ AI 搭載白杖による視覚障害者歩行支援～
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【概要】

　本研究では，e-learning における学習効率と学習

意欲のトレードオフを考慮した出題手法を提案する．

近年，e-learning の普及により，出題を個別最適化

する手法が提案されている．生徒の知識状態を推定

するKnowledge	Tracing に基づく従来手法は，苦手

な問題を優先的に出題することで学習効率を高める

一方，苦手な問題ばかり解くことによる学習意欲の

低下が指摘されている．生徒の学習意欲の向上は学

習量の増加だけでなく，e-learning の提供者にとっ

てはユーザのサービス利用時間増加の便益がある．

我々は，学習効率と学習意欲のトレードオフの関係

と市場経済における需要と供給の関係の間にアナロ

ジーを見出し，多腕バンディット問題に帰着させる．

これにより多腕バンディット問題の最適化手法を用

いることが可能になり，学習効率と学習意欲の両立

自転車との衝突事故から護ることは困難である．そ

こで白杖に測距センサを取り付けた「電子白杖」の開

発がこれまでにも行われてきたが，それも上記のよ

うな重大事故を防ぐには不十分である．

　ここで，画像認識Alを用いて視覚障害者の「目」

の代わりとなる機能を白杖に持たせることを考えた．

この白杖は，線路や横断歩道などの画像を学習させ

た独自のAl と搭載したカメラにより，その有無を

使用者に伝え，転落事故や交通事故の防止に繋げる

ことができる．

　また，センサではなく，カメラ画像から前方の歩

行者や自転車を検知することで，より早くそれらの

存在を伝え，衝突事故を回避することが可能となる．

中高生研究賞優秀賞
#77　Otemon Earth Challenger：バーコード読み取

りを利用した「ゴミ分別促進アプリ」の開発（図 -2）

西住　悠（追手門学院大手前高等学校	2年）

【概要】

　近年，私たちの身の回りにある物は多様化し，分

別の方法が周知されておらず，間違った廃棄による

環境問題が発生している．そこで，その問題を解決

するために，「ゴミ分別促進アプリ」を開発した．

　ゴミの分別を正しく行うことで無駄なゴミの焼却

を抑え温室効果ガスである二酸化炭素や有害物質で

あるダイオキシンの発生を抑制しリサイクル可能な

ものを増やすことで循環型社会の促進を目的として

いる．アプリの機能は商品についているバーコード

を読み取ることにより，その商品の分別方法や地域

ごとのゴミ収集日が表示されるシステムの開発に取

り組んだ．私の開発したアプリによって，地球環境

の改善につながれることを期待する．

#90　宇土高等学校：Dynamic Questioning：強化学

習を用いた生徒の学習意欲維持と学習の効率化を両

立する出題アルゴリズム（図 -3）

吉野泰生（熊本県立宇土高等学校	3年）
図 -2　Otemon Earth Challenger：バーコード読み取りを利用し
た「ゴミ分別促進アプリ」の開発
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を実現する．我々は，模擬実験を行い提案法の有効

性を確認する．

中高生研究賞奨励賞・情報処理教育委員会委
員長賞

#15　群馬県立高崎高等学校物理部 2 年：予測で換気

を促す次世代 CO₂ モニター　～「Raspberry Pi」を用

いたシステム開発と数理モデルによる解析～（図 -4）

佐藤弘基（群馬県立高崎高等学校	2年），伊藤俊介（同

2年），山本航紀（同	2年），渡部翔太郎（同	2年）

【概要】

　新型コロナウイルス感染症対策として，本研究で

は学校生活における教室での換気を促したり，CO₂

濃度と在室人数との関係を調べたりする目的で，小

型コンピュータ「Raspberry	Pi」を用いて，CO₂濃度と

在室人数（カメラと物体検出AIで測定）を同時にモニ

タリングするシステムを開発した．このシステムは

換気のタイミングを音声やLINEによる通知で知ら

せたり，自動で換気扇を回したりすることができる．

　また，このシステムを実際に校内で稼働させ，

データを収集した．この結果，数理モデル「ザイデ

ルの式」で計算したCO₂濃度の理論曲線と，	CO₂ セ

ンサで測定した実験データがよく一致することが分

かった．これを応用し，数時間後のCO₂濃度を計算

し，事前に換気を促す次世代CO₂モニターの開発に

も成功した．

中高生研究賞奨励賞・初等中等教育委員会委
員長賞

#74　千里放送録音班：校内放送自動録音システム

の開発（図 -5）

末永温和（大阪府立千里高等学校	2年），奥村友陽（同	

図 -3　宇土高等学校：Dynamic Questioning：強化学習を用いた
生徒の学習意欲維持と学習の効率化を両立する出題アルゴリズム

図 -4　群馬県立高崎高等学校物理部 2 年：予測で換気を促す次世
代 CO2 モニター　～「Raspberry Pi」を用いたシステム開発と数
理モデルによる解析～
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みの動作に切り替わることで，安定性の向上を図っ

た．試験運用は成功しているので，今後は本校関係

者にも使ってもらい，使用感の改善にも努めたい．

 今後への期待

　中高生情報学研究コンテストの中高生研究賞最優

秀賞，中高生研究賞優秀賞，および中高生研究賞奨

励賞を受賞した作品 19件のうち情報処理教育委員

会委員長賞と初等中等教育委員会委員長賞を受賞し

た 2件について紹介したが，普段の生活や学校生

活の中から情報学に関するテーマを見つけ，授業で

学んだ知識と技能をベースに，文献，情報を調べる

等して，ものづくり，アプリ開発，アルゴリズム探

索，システム開発，モデル構築につなげていったも

のである．中には，環境問題と持続可能性に注目し

実用化が待たれる作品，機械学習といった新しい手

法を取り入れることで最先端の研究成果に迫る作品

もあった．また，地域や学校生活の中で利用し改善

していくことで，さらなる発展が見込まれる作品も

少なくなかった．今回，応募された中高生が，情報

学に関するテーマに興味を持ち続けてくれることで，

近い将来，情報学とその関連分野の発展や新しい技

術開発につながっていくことと期待している．
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【概要】

　本校では生徒，教職員の呼び出しなどの連絡に校

内放送が用いられている．しかし，周囲の雑音に

よって聞き取りにくいことがあり，大きな問題と

なっている．そのため，校内放送を自動録音し，さ

らに音声認識によって文字情報化したものを共有す

ることで，重要な連絡の聞き逃しを防止できるので

はないかと考えた．このシステムはマイクに接続し

たRaspberry	Pi をスピーカに設置して校内放送を録

音するもので，既存設備の変更を伴わない．そして，

その音声および音声認識によって生成された文字情

報を共有することができる．2カ所に設置された 2

台のRaspberry	Pi を用いて録音されたそれぞれの音

声データを比較することで，雑音の録音を除去する

ことができた．また，一方の故障時にはもう一方の

図 -5　千里放送録音班：校内放送自動録音システムの開発
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